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地域を担うリーダーを育成するため、今年度は県内各
地で20回余り研修等を実施しました。
研修内容は、テーマに合わせて刈払機等の使い方や里
山整備の方法、きのこ等の特用林産物の生産から子供の
木育に関するものまで多岐にわたります。
来年度も、引き続き様々な研修が実施される見込みで
すので、是非ご参加ください。

里山整備利用地域リーダー育成事業（森林税活用）



　

令
和
二
年
二
月
十
四
日
に
、
塩
尻
市
「
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
」
に
お

い
て
、
新
た
に
林
業
士
と
し
て
認
定
し
た
十
名
に
、
認
定
証
書
を
授
与
し
ま
し

た
。

　

林
業
士
は
、
森
林
・
林
業
を
け
ん
引
す
る
地
域
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
二
年
間

で
延
べ
四
十
六
日
間
の
研
修
を
終
え
た
の
ち
に
、
書
類
や
面
接
に
よ
る
審
査
を

経
て
認
定
し
ま
す
。
こ
の
林
業
士
制
度
は
、
長
野
県
独
自
の
も
の
で
、
昭
和

四
十
八
年
か
ら
五
百
四
十
六
名
が
認
定
を
受
け
、
県
内
各
地
域
で
活
躍
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

認
定
式
で
は
、
審
査
委
員
長
の
菅
原
聡
様（
信
州
大
学
名
誉
教
授
）か
ら
「
同

じ
長
野
県
で
も
、
森
林
や
森
林
と
の
関
わ
り
方
は
地
域
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な

る
。
村
々
固
有
の
自
然
を
見
て
、
文
化
を
見
て
、
地
域
を
見
て
、
新
し
い
多
様

な
林
業
に
向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」、
長
野
県
林
業
士
会
会
長
の
飯
森

幸
彦
様（
岡
谷
市
）か
ら
は
「
一
人
で
出
来
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
多
く

の
林
業
士
の
仲
間
が
い
る
。
先
輩
林
業
士
と
も
手
を
組
み
な
が
ら
、
や
っ
て
み

た
い
こ
と
を
具
現
化
し
て
ほ
し
い
」
と
の
お
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
認
定
し
た
十
名
の
新
た
な
林
業
士
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
、
里
山
の
利
活
用
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
に
御
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

が
ん
ば
れ
！　

新
た
な
林
業
士
！

 

【
信
州
の
木
活
用
課
】

令
和
元
年
度
　

 
長
野
県
林
業
士
認
定
証
書

　
　
授
与
式
を
開
催
し
ま
し
た

【林業士】

横内 剛史
岡谷市

【林業士】

高島 和哉
伊那市

【林業士】

工藤賢太郎
上田市

【林業士】

寺澤 幸司
伊那市

【林業士】

保母 敏巳
上田市

【林業士】

川久保 純
長野市

【林業士】

高橋　涼
富士見町

【林業士】

細井　岳
上田市

【林業士】

松﨑 甲一
駒ヶ根市

【林業士】

槙本 竜次
下諏訪町



　

令
和
２
年
２
月
25
日（
火
）に
東
京
都
千
代
田
区
の
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
に
お
い

て
、
ス
マ
ー
ト
林
業
の
推
進
と
普
及
を
目
的
と
す
る
ス
マ
ー
ト
林
業
普
及
構
築
事
業

　

報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
会
に
は
、
報
告
地
域
だ
け
で
な
く
、
全
国
か

ら
会
場
い
っ
ぱ
い
の
約
２
３
０
名
の
参
加
が
あ
り
、
ス
マ
ー
ト
林
業
に
対
す
る
期
待

の
高
さ
が
覗
え
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
主
催
者
で
あ
る
林
野
庁
の
森
林
整
備
部
計
画
課
長
か
ら
ご
挨
拶
が

あ
り
、
基
調
講
演
「
ス
マ
ー
ト
化
と
地
方
創
生
」
の
ほ
か
、
令
和
元
年
度
に
事
業
を

実
施
し
た
地
域（
福
島
・
石
川
・
長
野
・
愛
知
・
和
歌
山
・
山
口
・
熊
本
）に
よ
る
報

告
と
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
を
行
っ
た
、
株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所
の
井
上
氏
か
ら
は
、
地
方
に

お
い
て
こ
そ
Ｉ
ｏ
ｔ
・
Ｉ
ｃ
ｔ
の
推
進
は
必
須
で
あ
り
、
今
後
は
自
動
運
転
技
術

に
よ
り
道
路
や

車
が
最
小
化
さ

れ
、
信
号
も
不

要
に
な
っ
て
い

く
。
林
業
分
野

に
お
い
て
は
、

林
道
の
自
動
走

行
は
ま
だ
技
術

的
に
難
し
く
、

当
面
は
木
材
土

場
管
理
や
集
材

の
分
野
で
効
率

化
が
進
む
た

め
、
ス
マ
ー
ト

ス
マ
ー
ト
林
業
普
及
構
築
事
業

　

　
　
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

日
本
森
林
技
術
協
会
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：

　

ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ｒ
ｙ
．
ｊ
ｐ
／
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｓ
／
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｓ
‐
ｍ
ｔ
ｇ
／

 

【
ス
マ
ー
ト
林
業
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
A
G
A
N
O
・
信
州
の
木
活
用
課
】

フ
ォ
ン
の
更
な
る
活
用
が
大
切
で
あ
る
こ

と
。
ま
た
、
林
業
分
野
に
お
け
る
ス
マ
ー

ト
化
を
推
進
し
て
い
く
上
で
は
、
情
報
の

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
よ
る
効
率
化
・
高
付

加
価
値
化
や
最
適
化
で
き
る
工
程
を
地
域

ご
と
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
や
、
国
や
地

域
、
業
界
等
の
分
野
の
垣
根
を
超
え
て
、

最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
知
見
を
持
つ

方
達
と
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、
林
業
分

野
に
日
々
技
術
を
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　

報
告
会
で
は
、
石
川
地
域
を
除
い
た
６

地
域
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、

当
日
の
報
告
資
料
は
、「
日
本
森
林
技
術
協
会
」
の
Ｈ
Ｐ
に
て
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
技
術
的
な
質
問
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
技
術
を

活
用
す
る
た
め
の
課
題
や
費
用
対
効
果
な
ど
、
普
及
に
つ
な
が
る
多
く
の
質
問
が
あ

り
、
今
後
の
ス
マ
ー
ト
林
業
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
技
術
を
た
だ
導
入
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

組
織
ご
と
に
人
材
育
成
や
体
制
改
善
と
セ
ッ
ト
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

人
と
技
術
の
両
面
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
林
業
を
模
索
す
る
必

要
が
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
林
業
は
、
一
朝
一
夕
で
は
成
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
試
行
錯
誤
の
先
に

は
、
林
業
・
木
材
産
業
を
照
ら
す
光
が
あ
り
そ
う
で
す
。

基調講演

会場の様子

 意見交換会



トピックス

　

令
和
元
年
12
月
10
日（
火
）・
11
日（
水
）、
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト（
東
京
都
）で
41
都

道
府
県
が
参
加
し
「
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
モ
ク
コ
レ
）令
和
元
年
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
W
O
O
D
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
全
国
各
地
の
木
材
製
品
が
集
ま
る
日

本
唯
一
の
木
の
祭
典
で
す
。

　

５
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
J
A
P
A
N 

W
O
O
D
‐

J
A
P
A
N 

P
R
I
D
E 

〜
日
本
の
木
材　

日
本
の
誇
り
〜
」。
高
い
技
術
を
駆

使
し
た
魅
力
的
な
木
材
製
品
が
多
数
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
野
県
か
ら
は
、
信
州
木
材
認
証
製
品
セ
ン
タ
ー
・
長
野
県
木
材
協
同
組
合
連
合

会
・
長
野
県
産
材
販
路
開
拓
協
議
会
を
主
体
に
、
県
内
の
木
材
関
係
事
業
者
８
社
、

県
内
森
林
認
証
協
議
会
４
団
体
、
木
曽
地
域
振
興
局
、
長
野
県
森
林
経
営
管
理
支
援

セ
ン
タ
ー
が
約
２
０
０
種
類
の
県
産
材
製
品
を
出
品
し
ま
し
た
。

　

２
日
間
で
４
，
２
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
が
あ
り
、
長
野
県
ブ
ー
ス
に
も
多
く

の
木
材
商
社
、
建
築
関
係
者
、
行
政
関
係
者
等
が
訪
れ
、
県
産
材
の
魅
力
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
接
着
重
ね
梁
は
多
く
の
来
場
者
が
足
を
止
め
て
、
活

発
な
商
談
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
安
曇
野
市
の
企
業
が
出
品
し
た
松

く
い
虫
被
害
材
で
製
作
し
た
積
み
木
が
人
気
を
集
め
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

た
木
育
の
取
組
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
首
都
圏
の
行
政
関
係
者
が

興
味
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
の
セ
ミ
ナ
ー
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
根
羽
村
・
天
龍
村
・
川
上
村
に
よ
る
東
京

２
０
２
０
大
会
選
手
村
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
へ
の
県
産
材
提
供
の
取
組
み
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
県
産
材
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
し
た
。

　

木
曽
地
域
振
興
局
は
、
木
曽
漆
器
等
の
工
芸
品
を
展
示
。
来
場
者
へ
の
木
曽
ヒ
ノ

キ
の
割
り
箸
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
大
変
好
評
で
し
た
。

　

今
回
の
W
O
O
D
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
台
風
19
号
災
害
後
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

多
く
の
方
の
支
援
へ
の
御
理
解
や
御
協
力
を
得
よ
う
と
、
義
援
金
や
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
情
報
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

W
O
O
D
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
全
国
の
木
材
製
品
や
技
術
を
知
り
、
情
報
交
換
が

行
え
る
場
で
あ
り
、
市
場
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
今
後
の
製
品
開
発
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
ま
す
。
セ
ン
ス
が
あ
る
、
Ｐ
Ｒ
効
果
の
高
い
ブ
ー
ス
展
示
手
法
を
知
る
こ
と
も

今
後
の
出
展
に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

開会式の様子

長野県ブースの様子

天龍村によるプレゼン

接着重ね梁の展示

 

【
県
産
材
利
用
推
進
室
】



トピックス

合
セ
ン
タ
ー
戸

田
堅
一
郎
氏
よ

り
「
台
風
十
九

号
災
害
の
被
害

調
査
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の

活
用
」
の
発
表

が
あ
り
ま
し

た
。民

有
林
部

門
及
び
学
生
部

門
の
受
賞
課
題

と
受
賞
者
は
、

次
の
と
お
り
で

す
。（
発
表
順

で
掲
載
）

○
民
有
林
部
門

※
森
林
・
林
業
振
興
賞

☆
富
山
県
に
お
け
る
優
良
無
花
粉
ス
ギ
「
立
山 

森
の
輝

　

き
」
の
省
力
的
な
育
苗
技
術

　
　

富
山
県
森
林
研
究
所　
　
　
　
　
　
　

  

斎
藤 

真
己

☆
グ
ル
タ
チ
オ
ン
施
肥
が
秋
出
荷
に
向
け
た
ヒ
ノ
キ
コ
ン

　

ナ
苗
生
産
へ
及
ぼ
す
影
響

　
　

岐
阜
県
森
林
研
究
所　
　

 

茂
木 
靖
和
・
渡
邉 

仁
志

　
　

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　
　

  
小
川 

健
一

☆
下
刈
り
を
完
全
省
略
し
た
造
林
地
に
お
け
る
ヒ
ノ
キ
の
成
長

　
　

岐
阜
県
森
林
研
究
所　
　

 

渡
邉 

仁
志
・
茂
木 
靖
和

☆
新
た
な
森
林
管
理
制
度
の
長
野
県
の
取
組
に
つ
い
て

令
和
元
年
度  

中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会
を
開
催

今
年
度
は
、
国
有
林
関
係
か
ら
十
四
課
題
、
民
有
林
・

学
校
関
係
等
か
ら
十
一
課
題
の
計
二
十
五
課
題
の
発
表
が

あ
り
、
二
日
間
で
発
表
者
・
聴
講
者
等
を
含
め
延
べ
約

四
百
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
、「
森
林
技
術
」、「
森
林
保
全
」、「
森
林
ふ

れ
あ
い
」
の
各
部
門
に
お
い
て
、
土
石
流
災
害
や
ニ
ホ
ン

ジ
カ
・
ク
マ
被
害
へ
の
対
策
、
Ｕ
Ａ
Ｖ
等
の
先
端
技
術
を

用
い
た
技
術
開
発
及
び
放
置
竹
林
を
地
域
資
源
と
し
て
活

用
す
る
取
組
等
、
多
岐
に
わ
た
る
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

発
表
終
了
後
は
、
国

有
林
関
係
に
つ
い
て

は
、
信
州
大
学
農
学
部

加
藤
正
人
教
授
か
ら
、

民
有
林
・
学
生
関
係
に

つ
い
て
は
、
名
古
屋
大

学
大
学
院
生
命
農
学
研

究
科
田
中
隆
文
准
教
授

か
ら
講
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。　

ま
た
、
特
別
発
表
と

し
て
、
長
野
県
林
業
総

　
一
月
三
十
日
か
ら
三
十
一
日
に
か
け
、
中
部
森
林
管
理

局
大
会
議
室
に
お
い
て
「
令
和
元
年
度
中
部
森
林
技
術
交

流
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
発
表
会
は
、
国
有
林
や
民
有
林
の
行
政
・
教
育
・

研
究
機
関
等
の
森
林
・
林
業
に
関
す
る
知
識
・
技
術
を
共

有
し
、
成
果
の
普
及
と
森
林
・
林
業
の
発
展
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
中
部
森
林
管
理
局
】

受賞者と審査関係者で記念撮影

発表会場の様子（下高井農林高等学校）

　
　

長
野
県
林
務
部
森
林
政
策
課

　
　
　

 

森
林
経
営
管
理
支
援
セ
ン
タ
ー　
　

 

井
出 

政
次

☆
ロ
ー
プ
巻
き
に
よ
る
ク
マ
剥
ぎ
防
除
の
効
果
に
つ
い
て

　
　
（
国
研
）森
林
研
究
・
整
備
機
構 

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー 

　
　

中
部
整
備
局 

岐
阜
水
源
林
整
備
事
務
所

狩
野 

裕
介
・
小
林 

佳
央
理

○
学
生
部
門

※
奨
励
賞

☆
地
域
へ
届
け
！
私
た
ち
の
思
い

　

〜
下
高
井
農
林
高
校
グ
リ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン
科
の
取
組
〜

　
　

下
高
井
農
林
高
等
学
校

上
埜 

達
郎
・
河
野 

悟
大
・
伊
東 

涼
斗

☆
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
定
性
と
列
状
間
伐
木
の
画
像
抽
出

　
　

信
州
大
学
農
学
部　
　
　
　
　
　
　
　

  

浦
野 

陽
平

　
　

北
信
森
林
管
理
署　
　
　
　
　
　
　
　

  

岩
塚 

伸
人

☆
林
大
版
チ
ェ
ン
ソ
ー
安
全
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

〜
伐
倒
作
業
編
〜

　
　

長
野
県
林
業
大
学
校

　
　

高
橋 

幸
司
・
溝
口 

翔
太
・
三
室 

晃
人

☆
ス
ギ
人
工
林
を
構
成
す
る
個
体
の
成
長
解
析
及
び
林
分

　

の
現
況
に
関
す
る
研
究

　
　

長
野
県
立
木
曽
青
峰
高
等
学
校

　

佐
々
木 

隼
・
梅
本 

倫
仁

☆
飛
騨
の
赤
松
が
育
て
る
〜
森
・
人
・
伝
統
建
築
〜

　
　

岐
阜
県
立
飛
騨
高
山
高
等
学
校

　
　

加
藤 

英
聖
・
赤
羽
根 

迅

　
　
（
資
）戸
田
材
木
店
・
セ
ル
バ　
　
　
　

  

戸
田 

昌
志

☆
林
業
界
に
お
け
る
女
性
の
在
り
方

　

長
野
県
林
業
大
学
校　
　
　

 

一
桺 

き
く
の
・
岩
田 

紬

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。



 お知らせ

長野県では、１年間に発生する山火事の半数以上が春先の３月から５
月に発生しています。山火事は消火が難しく、広範囲に被害が及ぶ危険
性が高い火災です。原因の多くは「火の取扱いの不注意」です。一番の
予防策は一人ひとりの『山火事を発生させない！』という心がけです。
本年は、暖冬、雪不足の影響から、火災が発生しやすい条件となって

います。「守りたい 森と未来を 炎から」。大切な森林を守るため、屋外
での火の取扱いに十分ご注意ください。 【森林づくり推進課】

春の山火事予防にご協力ください!!
春は特に空気が乾燥し、強い風が吹くことから

山火事が起こりやすい時期です。

山火事予防のパトロール

平成 31 年４月に発生した林野火災 

【緑の募金】のしくみ 

令和元年　長野県募金総額 7 5 , 7 2 8 , 7 3 9 円 ご協力ありがとうございました。

ご協力をいただきました「緑の募金」は、里山の手入れ、みどりの少年団の育成などに活用させていただきました。

公募事業

植樹祭 みどりの少年団交流集会 

美しい信州の緑や森林づくりのため、「緑の募金」に協力をお願いいたします。

公益財団法人　長野県緑の基金
長野市大字南長野字幅下 692-2  長野県庁内 
℡026-232-0111（内線4819） 
Ｅメール green@midori-joho.gr.jp 

家庭募金・街頭募金・職場募金・企業募金・団体募金・募金箱  

　募金金額に応じて「オリジナル」
「木製」「鹿革全8色」のピンバッチ
を差し上げております。多くの皆さん
の身近で輝くことで森林が元気にな
ります。

高校生による
募金活動

公募事業
（緑の募金公募事業）  2.6％

(公社）国土緑化推進
機構の中央事業
（海外植林、公募事業など）  3.7％

募金活動経費　　
（募金運動啓発、募金
  資材など）  18.0％　　  

人づくり事業
（みどりの少年団の育成、
指導者の養成など）  22.7％

緑化の推進事業
（公共施設の緑化、緑化木の配布
植樹、育樹祭の開催など） 53.0％

緑の募金の使途



県森連だより

州
の
木
活
用
課
長
城
風
人
氏
、
中
部
森

林
管
理
局
長

村
洋
氏
、
農
林
中
央
金

庫
関
東
業
務
部
長
竹
渕
晶
代
氏
か
ら
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
事
は
、
諏
訪
森
林
組
合
藤
森
組
合

長
を
議
長
に
、
第
１
号
議
案
・
令
和
元

年
度
事
業
報
告
等
か
ら
、
第
９
号
議

案
・
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
審
議

の
上
、
原
案
ど
お
り
承
認
・
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
系
統
利
用
優
良
森
林
組

合
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
及
び
永
年
勤
続

職
員
表
彰（
専
任
職
員
29
名
、
技
能
職

員
37
名
）が
行
わ
れ
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
北
信
州
森
林
組
合
利
用
事
業
室
長

滝
沢
良
一
氏
か
ら
謝
辞
を
い
た
だ
い
て

全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
２
月
27
日
、
長
野
県
林
業

セ
ン
タ
ー
ビ
ル（
長
野
市
）で
、
長
野
県

森
林
組
合
連
合
会
の
第
83
回
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
予
防
の
た

め
、
出
席
者
全
員
の
マ
ス
ク
の
着
用
と

除
菌
を
徹
底
し
た
う
え
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
森
林
組
合
綱
領
の
唱
和
及

び
林
副
会
長
の
開
会
に
引
き
続
き
、
藤

原
会
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
が
行
わ
れ
、

東
日
本
台
風
に
よ
り
被
災
し
た
北
信
木

材
セ
ン
タ
ー
復
旧
に
対
す
る
ご
協
力
へ

の
感
謝
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

知
事
代
理
と
し
て
、
長
野
県
林
務
部
信

令
和
２
年
度
事
業
計
画

令
和
元
年
度
事
業
報
告

令
和
２
年
度 

長
野
県
森
連
通
常
総
会
開
催

本
年
は
、
J
F
o
r
e
s
t
森
林
・

藤原会長の挨拶

表彰式の様子

系統利用優良森林組合
＜木材販売事業＞
長 野 森 林 組 合
松本広域森林組合
上伊那森林組合
北信州森林組合
栄 村 森 林 組 合
＜購買事業＞

信州上小森林組合
松本広域森林組合
長 野 森 林 組 合
飯 伊 森 林 組 合
佐 久 森 林 組 合

会
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
強
化
を
図
る
た
め
、
研
修
会

等
を
開
催
し
た
ほ
か
、
監
査
や
森
林
組

合
経
営
改
善
支
援
事
業
を
通
じ
て
、
会

員
へ
の
助
言
、
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

森
林
経
営
管
理
制
度
に
つ
い
て
は
、
県

下
森
林
組
合
及
び
市
町
村
の
実
情
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
国
や
県
、
全
森
連

か
ら
の
情
報
把
握
に
努
め
ま
し
た
。

木
材
販
売
に
つ
い
て
は
、
系
統
の

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
受

託
・
買
取
販
売
、
山
土
場
か
ら
の
直
送

に
加
え
て
、
好
調
な
木
材
需
要
と
木

材
価
格
の
安
定
に
支
え
ら
れ
て
、
取

扱
数
量
2
8
0
千
㎥
、
取
扱
高
2
，

9
9
5
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
東
日

本
台
風
に
よ
る
影
響
の
長
期
化
が
懸
念

さ
れ
ま
し
た
が
、
関
係
す
る
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
、
通
常
の
木
材
流
通
が
回

復
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

体
制
強
化
し
た
開
発
室
で
は
、

I
C
T
を
活
用
し
た
森
林
管
理
や
木
材

の
在
庫
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
森
林
調
査
の
実
践

と
普
及
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

林
業
・
山
村
未
来
創
造
運
動
の
最
終
年

度
と
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
森
林
資

源
の
有
効
活
用
を
通
じ
た
会
員
と
山
へ

の
還
元
を
第
一
に
、
行
政
機
関
、
諸
団

体
と
連
携
し
て
、
森
林
林
業
の
発
展
に

取
り
組
み
ま
す
。

森
林
経
営
管
理
制
度
に
関
し
て
は
、

会
員
の
円
滑
な
参
画
に
資
す
る
よ
う
、

行
政
と
の
情
報
共
有
を
密
に
し
、
研
修

会
等
の
場
を
通
じ
て
情
報
提
供
を
行
い

ま
す
。

本
年
長
野
県
内
で
は
、
新
た
に
製
材

工
場
及
び
複
数
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施

設
の
稼
働
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
木
材

需
要
の
高
ま
り
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
引

き
続
き
、
関
係
す
る
皆
様
と
連
携
し
て

木
材
の
多
様
な
販
売
方
法
を
開
拓
し
、

安
定
供
給
と
需
給
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進

め
ま
す
。

ま
た
、
将
来
を
展
望
し
、
I
C
T
の

活
用
に
係
る
研
究
事
業
に
参
画
す
る
ほ

か
、木
材
在
庫
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、

新
規
事
業
の
開
拓
に
取
り
組
み
ま
す
。



私達も緑化推進運動に協力しています。

令和２年度 
国土緑化運動標語木を植えて 守り育てる 緑の大地

国立研究開発法人森林研究・整備機構 
森 林 整 備 セ ン タ ー
長 野 水 源 林 整 備 事 務 所

長 野 県 水 源 林 造 林 協 議 会
所　長　春 原  武 志

会　長　白  鳥　孝

信州木材認証製品センター
副理事長　齋藤 　廣
副理事長　髙田 幸生

専務理事　小島 和夫
事務局長　松本 寿弘

理 事 長　宮崎 正毅

宮澤木材産業㈱
代表取締役　宮澤　遥

長野県山林種苗
　　　協同組合

理 事 長　冨澤  修一

長野県木材協同組合連合会
理 事 長　宮崎 正毅
副理事長　佐原 良彦
副理事長　都築 　透
副理事長　小林 基英

副理事長　宮野尾 宏
副理事長　麦島 照幸
専務理事　小島 和夫
事務局長　松本 寿弘

林業・木材製造業
労働災害防止協会 長野県支部
支 部 長　宮崎 正毅
副支部長　髙田 幸生

専務理事　小島 和夫
事務局長　阿部 勝彦

長野県林業労働財団
長野県林業労働力確保支援センター

一般財団法人

山口 勝也理 事 長

長野県林業団体協議会
副 会 長　宮崎 正毅 副 会 長   水本 　豪
会　  長　髙田 幸生

長野県森林組合連合会
副 会 長   林　 和弘

代表理事会長　藤原 忠彦
代表理事専務　髙田 幸生

一般社団法人

長野県林業センター
理 事 長　藤原 忠彦
副理事長　宮崎 正毅

副理事長　水本 　豪
常務理事　 宮 　宣敏

長野県治山林道協会
会　 長　羽田 健一郎 役職員一同

長野県林業コンサルタント協会
一般社団法人

羽田 健一郎理 事 長

〝森林・林業の総合アドバイザー〝

長野県森林組合長会
林　 和 弘会 長

長野県造林協会
会 　 長　藤原  忠彦

株式会社 モリレン長野
代表取締役社長　田中 髙德

損害保険代理店・環境事業計画施工・墓石

専務取締役　室賀 秀樹

長野県林業
　薬剤防除協会

会 　 長　牧　　司

副 会 長   藤原 忠彦



私達も緑化推進運動に協力しています。

令和２年度 
育樹運動標語育てよう あふれる緑 未来まで

松本地域森林林業振興会
役職員一同

下伊那山林協会
役職員一同

上伊那山林協会
役職員一同

諏訪地域森
も り

林づくり
・林業振興会 役職員一同

木 曽 山 林 協 会
会　長 役職員一同貴 舟　 豊

佐久森林林業振興会
役職員一同

長野地方緑化推進委員会
会　長 染野  隆嗣 役職員一同

上小林業振興会
会　長　羽田 健一郎 役職員一同

14001:2015

本社　長野市大字稲葉2413 3　☎026 224 8708

代表取締役社長 洞　 和雄
有限会社 中 島 林 業

代表取締役　中島  武東
佐久市大字取出町 203-7

日本林業土木株式会社
長野出張所 所　長　竹内 正比古
長野市中御所岡田町 30-16　☎ 026-227-6185

長野国有林森林整備協会
副 会 長
会  長

専務理事
長野市大字稲葉字母袋沖 612-2　☎026-285-9070

林　 和弘
花見 隆夫

酒井 省三



私達も緑化推進運動に協力しています。

令和２年度 
国土緑化運動標語木を植えて 守り育てる 緑の大地

信濃化学工業株式会社
長野市桐原 1-2-12

代表取締役社長　小野  大輔

本部事務所（製品） 荻原事務所（原木） 坂下事務所（原木）国有林土場等活用委託販売市売日
花まつり
第46回全木協連優良
国産材製材品展示会
4月18日（土）

春季謝恩市
4月21日（火）  

4月 ２日（木）
春季謝恩市
4月22日（水）

4月14日（火）

入札物件紹介・入札結果はホームページで掲載
※ 本市売は、これまでの木曽地区国有林の公売に代わるものです。

野 村 　 弘理 事 長
本部事務所：長野県木曽郡上松町正島町2-45
☎0264-52-2480　FAX0264-52-2324

※入札参加資格・入札条件等詳細については下記へお問い合わせください。

ホームページアドレス　http://www.kisokan.com

４月の市売りのご案内

荻原事務所：長野県木曽郡上松町荻原字中島1431-1　☎0264-52-2483㈹　FAX0264-52-4885
やぶ原土場：長野県木曽郡木祖村薮原844-1　　　　 ☎0264-24-0085㈹　FAX0264-24-0086
坂下事務所：岐阜県中津川市坂下133-1　　　　　　☎0573-75-3178㈹　FAX0573-75-3172

南佐久北部森林組合
佐々木 　勝代表理事

組 合 長

王滝林業有限会社
木曽郡王滝村 4563-2

取締役社長　 西 路　 明

㈱中部森林技術コンサルタンツ
 長野支店

支 店 長　長谷川　洋
長野市大字稲葉中千田沖 2040-2　☎026-224-8710

一般社団法人

日本森林技術協会
長野事務所 所  長  油 井 章次郎
長野市中御所岡田町 30-16　☎ 026-217-2660

南安曇木材協同組合

株式会社飯田綜合木材センター

齋藤木材工業株式会社

安曇野市豊科南穂高 3390

飯田市鼎切石 4367

小県郡長和町古町 4294

組合理事長　佐原  良彦

代表取締役　松下  勝彦

代表取締役社長　齋藤　健

瑞穂木材株式会社
下高井郡木島平穂高 3228-1

代表取締役　宮崎  正毅

株式会社 柳 沢 林 業
松本市岡田下岡田 774-1

代表取締役　原　　薫

株式会社  吉　　本
南佐久郡佐久穂町大字平林 121

代表取締役　由井  正隆
有限会社 大 井 木 材

木曽郡上松町緑町 2-10-2
代表取締役　大井  翔太

おかげさまで創業 60 周年



私達も緑化推進運動に協力しています。

令和２年度 
育樹運動標語育てよう あふれる緑 未来まで

木 曽 森 林 組 合
神村 光雄代表理事

組 合 長

木曽南部森林組合
役職員一同坂家 重吉代表理事

組 合 長

松本広域森林組合
役職員一同吉田 満男代表理事

組 合 長

北信州森林組合
役職員一同中山 稿一代表理事

組 合 長

栄 村 森 林 組 合
役職員一同桑原 重雄代表理事

組 合 長

長 野 森 林 組 合
役職員一同酒井 美明代表理事

組 合 長

諏 訪 森 林 組 合
役職員一同

上伊那森林組合
役職員一同

もりもり上伊那

白 鳥　 孝代表理事
組 合 長

根羽村森林組合
役職員一同

信州根羽すぎ・根羽ひのき

大久保 憲一代表理事
組 合 長

下伊那郡根羽村 407-10

南木曽町森林組合
藤原 和年代表理事

組 合 長 役職員一同

役職員一同

飯伊森林組合
林　 和弘 吉澤 悦史代表理事

組 合 長
代表理事
常　務　

佐 久 森 林 組 合
役職員一同

緑を育て山を守る

山岸 喜昭代表理事
組 合 長

南佐久南部森林組合
藤原  忠彦代表理事

組 合 長

レストラン　四季の味　樹木里

南佐久中部森林組合
黒澤 和夫代表理事

組 合 長

信州上小森林組合
役職員一同

緑の担い手

倉沢 明人代表理事
組 合 長

大 北 森 林 組 合
西 澤 　清代表理事

大町市大字平 10788-1

藤森 良隆代表理事
組 合 長
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